
“WE"のエンジョイライフ
enioy03:プラハでのイベント

1992年第一回 WE展は6カ国8人による生け花展でし

た。この時お花の好きな人が集まつて楽しむ仲間達の意

味を込め M/E」 と命名。その後=人のメン く一の招きで

WE展をプラ八で開催。チエコ ノヽンガリー アメリカ 日

本からWEメン ―ヾ、また近隣諸国から草月作家が参力隔

会場では展示会の他、私は初めて観客を前に後ろから

生けるデモンストレーションも行いました。WE誕生の前

年、イギリス在住の草月作家 S氏のデモを八ンガリーの

ケチケメートと、チェコのプラ八で拝見、裏方で少しお手

伝いもさせていただきました。次々と変化しながら構成

されて行く生け花に大変感動致しました。

さて、プヲ でヽの展示会にはテレビ ラジオ 新聞等の

マスメデ″ が取材。ラジオはスタジオに入れられての

生放遮 様々なトークの中で司会者が、日本人はいつも

忙しく働いているのに、なぜ、茶道の様なゆつくりしたも

のを好むのかとの質問がありました。私は自分の経験か

ら、一期一会の精神の他忙しいからこそ、チンチンと沸く

お湯の音、プ
～
ンと漂うお香の香り、ここでは普段の合

理的な考えなど全く必要なく、無の境地に身を置くだけ

で明日への活力になります。と話すと大変良⑭ かりまし

たとこ理解いただいたようです。

更に1996年 1こは大使館主催のイベントとして 1週間に

亘り、プラ こヽ次ぐ大都市ピルゼン、ブル=ノ、そしてス

ロバキアの首都ブラチス17Jヾの3地点で生け花のデモを

しました。この時私は、押し花もスタートしていたので、一

地点100人分、3地点計300人分の押し花を関係者より

応援頂き体験会もしました。ヨーロツヒリ、達は偽物は

窓から捨てると言う程、本物を好みます。彩色もせず自

然の色を保つたこの押し花の美しさに大変高い評価を

頂きました。

小林美和子
「フラワーサロンWE」 主宰

長岡市表町在住

押し花やフラワーアレンジメントの他、

花のクラフトとして、ネイチャープリン

ト、レカンフラワー教室主宰。

2006年には WEメンバーを主とした押し花展をプラ

八市立ミュージアムにて開催。展示会やバーティの他学

校での体験授業、高校生を対象にした押し花体験会、

チェコの方々との交流会など満喫した10日間でした。更

に2010年、押し花のTOP杉野宣雄氏を先頭に全国から

20数名の押し花関係者が参力L再度同じミュージアムで

押し花展と別会場にてセミナーを開催。チェヨの各地か

ら30数名の方が受講して下さり指導者が誕生。10数年

の時を経てようやくチェコにも押し花の花が咲き、今は

学校やサロンで生徒さん達も楽しんでいて下さるとの

こと。大変嬉しく思います。
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